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P37 31 行目  徳化窯系碗 149 → 徳化窯系碗 151 

 

P64 図 57 追加 

S81(423･425)､S91(430･441)､S92(427･442)､S99(434)､S104(424)､S107(428･433･435･437)､S112(432)､

S133(431)､S152(438･426)､S182(439)､S186(421･429)､S203(422･426･440) 

 

P65 図 58 追加 

S99(447･450)､S112(444)､S133(443･445)､S186(451･452)､S190(448)､S196(449)､S203(446･453) 

 

P66 図 59 追加 

S92(455･462)､S107(454･457)､S133(459)､S140(456)､S142(461)､S186(458)､S203(460･463) 

 

P67 18 行目  鉢 499・524 → 鉢 499・514 

19 行目  鉢 524 → 鉢 514 

25 行目  灯明皿 500 がある。 → 灯明具 500、皿 508 がある。 



遺跡遠影（上が西）
写真右上の高台（飫肥中学校の西側）に飫肥城本丸があり、今回の調査地は大手門から約350ｍ東に
位置する。



序　　文

　大規模な曲輪群を有した飫肥城を頂点に、中世城郭や砦が数多く築かれた飫肥地区一帯は、南北朝

の動乱以来、諸氏による争奪戦が繰り広げられた地域である。後に九州制覇を目指した島津氏は、三

方を酒谷川の流れが囲む天然の要害であった飫肥城を拠点に南日向を統治したが、宮崎平野部で勢力

を拡大して侵攻してきた伊東氏と戦国時代を通じて攻防を繰り返すこととなった。攻防の歴史とは別

に、飫肥城の麓には島津統治下より城下の形成が始まり、秀吉の九州仕置後、晴れて入城することと

なった伊東氏によって大規模に整備が行われ、飫肥藩の中心地として賑わいをみせることとなった。

　このような歴史的状況下にあって、今回の調査における縄文時代から近世、さらには近代まで連綿

と続く人々の営みの発見は、城下町の形成以後、現在も宅地として利用されているため、発掘調査に

おける資料の蓄積がままならなかった当該地域の歴史を紐解くための重要な成果となった。特に島津

氏統治下の遺構では、現在の地割にはない城内にまで続くと考えられる通路状の遺構や伊東氏との緊

張関係を知ることのできる薬研堀状の溝が検出できた。また、飫肥藩政期では上級家臣屋敷地となっ

た当地での武家の生活を垣間見る遺構・遺物を多量に発見することができ、当該地域における新たな

歴史的知見の一端を示すことができた。さらに、本格的な発掘調査では初めてとなる縄文時代早期の

集石遺構と弥生時代後期後半～古墳時代初頭にかけての竪穴建物などの生活痕跡の発見は、当該地域

における多様な歴史的状況を示す結果となり、飫肥地域の人間活動の解明を進めていく上で、大きな

意味をもつ成果となった。

　我々の努めは地下に眠る歴史を顕彰することである。近い将来、当該周辺域における歴史構造の具

体像が解明されるためにも、たゆまぬ調査・研究に邁進しその歴史的意義を明らかにしていく必要が

ある。そして、いち早くそれらの成果を地域に還元していくことを、我々に課せられた責務とする所

存である。

　最後に、発掘調査ならびに報告書作成にあたって、惜しむことなく御配慮・御援助を寄せて頂いた

地元の方々をはじめ、裁判所の関係各位に深謝するとともに、本県の埋蔵文化財保護事業に対する、

益々の御理解・御支援を賜らんことを願ってやまない。

2012年 3 月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長　森 隆茂



例　　言

1　本書は、宮崎地方家庭裁判所日南支部新営工事に伴い宮崎県教育委員会が実施した、宮崎県日南市飫肥 3－

6－ 1に所在する飫肥城下町遺跡の発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、福岡高等裁判所の依頼を受けて、宮崎県教育委員会を主体に宮崎県埋蔵文化財センターが実施

し、2010（平成22）年 7月12日から10月21日まで行った。

3　発掘調査は、調査第二課調査第四担当主任主事 二宮満夫を主任として、調査第一課調査第一担当主査 結城

修、調査第四担当主査 黒木俊彦、同主事 太田真理子が発掘作業員の協力を得て行った。現地調査における

図面作成及び写真撮影については、調査担当者が中心に行った。

　発掘調査の組織は以下の通りである。

4　現地調査における委託業務については、空中写真撮影業務を有限会社ふじた、基準点測量業務を有限会社松

田測量設計事務所、掘削排土等搬出廃棄業務を小野建設株式会社にそれぞれ委託した。

5　整理作業は、宮崎県埋蔵文化財センターにおいて、2011（平成23）年 1月 5日から 3月31日までと同年 4月

29日から 3月31日まで行った。本書に係わる業務については、二宮が整理作業員の協力を得て行った。なお、

出土遺物の写真撮影については、調査第一課 今塩屋毅行の協力を得た。

6　本書の執筆及び編集は、二宮が行った。整理作業・報告書作成の組織は、以下の通りである。

7　出土動物遺体と貝類の分析は、株式会社古環境研究所に委託し、分析結果を第Ⅳ章に収録した。

8　出土陶磁器等の大部分について、実測から写真合成までの一連の作業を株式会社アコード及び株式会社大成

エンジニアリングに、デジタルトレース及び写真合成作業を有限会社ジパング・サーベイに委託し、その成果

については二宮が監修した。

9　発掘調査途中から報告書作成の過程で、多くの方々から有益な助言を得た。特に、飫肥に関わる歴史につい

ては飫肥城歴史資料館 長友禎治氏から多くの御教示を得ることができた。また、日南市教育委員会　岡本武

憲氏と平原英樹氏、都城市教育委員会　山下真一氏には、本書で使用した古絵図の利用など多岐にわたって便

宜を図って頂いた。

10　発掘調査で出土した遺物、その他の諸記録は、宮崎県埋蔵文化財センターにおいて保管している。

2010（平成22）年度
　所　　　　　　　　　長　　　　　　森　　隆茂　　　　　　副　　所　　長　　　　　　北郷　泰道
　調　査　第　二　課　長　　　　　　永友　良典　　　　　　総　務　課　長　　　　　　矢野　雅紀
　調査第二課調査第四担当リーダー　　大村　公美恵　　　　　総務課総務担当リーダー　　長友　由美子
　調整担当（文化財課主査）　　　　　 日高　広人

2010（平成22）年度　同上
2011（平成23）年度
　所　　　　　　　　　長　　　　　　森　　隆茂　　　　　　副　　所　　長　　　　　　北郷　泰道
　調　査　第　二　課　長　　　　　　永友　良典　　　　　　総　務　課　長　　　　　　坂上　恒俊
　調査第二課調査第四担当リーダー　　大村　公美恵　　　　　総務課総務担当リーダー　　長友　由美子
　調整担当（文化財課主査）　　　　　 日高　広人



凡　　例

1 　本書で使用した地図は、国土地理院発行の５万分の１地形図（飫肥）、日南市発行の２千５百分の１地形図、

福岡高等裁判所提供の工事設計図をもとに作成した。

2 　本書で使用した絵図については、「承応年間飫肥城下図」と「江戸時代後期飫肥城下図」を日南市が、「日州

飯肥城下絵図」を都城島津邸が、「木造裁判所の設計図」を宮崎地方家庭裁判所日南支部が、それぞれ所蔵す

るものである。

3 　本書で使用した「鬼束家」の古写真は、日南市が所蔵するものである。

4 　本書で使用した方位は国土座標第Ⅱ系（世界測地系）の座標北、標高については海抜絶対高を示す。

5 　本書で使用した土色は、小山正忠・竹原秀雄編2006『新版　標準土色帖』28版に準じた。

6 　本書における弥生時代以降の遺構名の表記は、礎石・掘立柱建物をＳＢ、池状遺構を池、井戸をＳＦ、通路

状遺構をＳＧ、溝をＳＥ、これ以外の遺構をＳのみで示し、遺構番号については、整数の通し番号を付した。

7 　本書で参考および引用した文献は、第Ⅴ章の次に収録しているが、自然科学分析において外部から原稿を得

たものについては、その本文の最後に示している。

ママ



本　文　目　次

序　文

例　言

凡　例

第Ⅰ章　序　言

第１節　発掘調査に至る経緯

第２節　発掘調査及び整理作業の経過

１　発掘調査の経過

２　整理作業及び報告書作成の経過

第Ⅱ章　遺跡の立地と歴史的環

第１節　遺跡の立地

第２節　既往の調査と歴史的環境

第Ⅲ章　調査の成果

第１節　基本層序

第２節　縄文時代早期

１　遺構の分布

２　検出遺構と出土遺物

　ⅰ）１号集石遺構　　　ⅱ）２号集石遺構　　　ⅲ）遺構に伴わない遺物

第３節　その他の縄文時代の遺物

第４節　弥生時代後期後半～古墳時代初頭

１　遺構の分布

２　検出遺構と出土遺物

　ⅰ）竪穴建物　　　ⅱ）土坑　　　ⅲ）遺構に伴わない遺物

第５節　中世後半期～近世

１　遺構の分布

２　検出遺構と出土遺物

　ⅰ）礎石建物　　　ⅱ）池状遺構　　　ⅲ）井戸　　　ⅳ）土坑　　　ⅴ）炊事施設周辺の遺構

　ⅵ）その他の施設　　　ⅶ）通路状遺構　　　ⅷ）溝　　　ⅸ）その他の遺構出土の遺物

　ⅹ）遺構に伴わない遺物　　　ⅺ）瓦類　　　ⅻ）金属製品　　　ⅹⅲ）ガラス製品　　　ⅹⅳ）石製品

第６節　近代

１　遺構の分布

1

1

2

2

3

4

4

6

16

16

18

18

18

20

21

21

21

24

24

24

104

104



第Ⅳ章　自然科学分析

第１節　出土動物遺存体の同定

１　はじめに

２　試料

３　方法

４　結果

５　種類別の特徴

　ⅰ）貝類　　　ⅱ）魚類　　　ⅲ）爬虫類　　　ⅳ）哺乳類

６　考察

第Ⅴ章　結　語

第１節　絵図から見た飫肥藩政時代における土地利用の変遷

第２節　まとめ

105

105

105

105

105

105

108

110

114

114

116

原　色　図　版　目　次

図　版　目　次

１　近世の遺物　Ｓ125出土の遺物

２　飫肥城下図（一）　承応年間飫肥城下図

３　飫肥城下図（二）　上　日州飯肥城下絵図

　　　　　　　　　　　下　江戸時代後期飫肥城下図

ママ

１　調査地周辺
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図39　Ｓ153出土の遺物（1）
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図44　Ｓ189断面図

図45　Ｓ189出土の遺物

図46　Ｓ216周辺遺構分布図及び断面図

図47　Ｓ216出土の遺物

図48　ＳＧ１断面図（西壁）

図49　ＳＧ１出土の遺物（1）

図50　ＳＧ１出土の遺物（2）

図51　ＳＥ２出土の遺物

図52　ＳＥ３断面図（北壁）

図53　ＳＥ３出土の遺物（1）

図54　ＳＥ３出土の遺物（2）

図55　ＳＥ４出土の遺物

図56　ＳＥ４断面図

図57　その他の遺構出土の遺物（1）

図58　その他の遺構出土の遺物（2）

図59　その他の遺構出土の遺物（3）

図60　基本層Ⅳ層出土の遺物（1）
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図63　Ｓ233出土の遺物（2）

図64　Ｓ233出土の遺物（3）

図65　Ｓ233出土の遺物（4）

図66　その他の遺構に伴わない遺物（1）

図67　その他の遺構に伴わない遺物（2）

図68　その他の遺構に伴わない遺物（3）
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４　黒褐色シルト質極細粒砂（硬くしまる、焼土・炭化物を含む）
５　灰黄褐色細粒砂～粗粒砂（下部ほど砂粒が荒くなり、ラミナ状の堆積あり）
６　黒色シルト混細粒砂（極細粒砂の小塊を含む）
７　灰黄褐色細粒砂～粗粒砂（下部にラミナ状の堆積あり）
８　暗褐色細粒砂混シルト（焼土・炭化物を含む）
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９　黒褐色細粒砂質シルト（粗粒砂の小塊を含む）
10　やや粘性のある黒褐色極細粒砂質シルト（炭化物を少量含み、やや含水する）
11　やや粘性のある黒褐色細粒砂質シルト（中粒砂の小塊と軽石を含む）
12　やや粘性のある黒褐色極細粒砂質シルト（橙色粒子含む、軽石と炭化物が混ざる）
13　黒褐色シルト（やや粘性あり）
14　黒褐色極細粒砂混粘土質シルト
15　オリーブ黒色シルト質細～粗粒砂（第2次硬化面、焼土が混じり、鉄分が沈着する）
16　灰色細～粗粒砂（第1次硬化面、鉄分が沈着する）
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１　灰黄褐色シルト混極細～中粒砂
２　黒褐色シルト質極細粒砂（硬くしまる）
３　黒褐色シルト混極細粒砂
　　　（白色粒子を含む、焼土・炭化物が混ざる）
４　オリーブ黒色シルト質細粒砂（粗粒砂～細礫を含む）
５　黒褐色細粒砂質シルト（焼土・炭化物・灰を多く含む）
６　黒褐色極細粒砂混粘土質シルト（Ⅹ層小塊を含む）
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参考　土製人形

参考　その他近世に属する遺物
　　　（ミニチュア製品・碁石・外車
　　　・瓦玉・水滴・淡路系陶器など）

参考　砥石・火打石
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参考　陶磁器類など

参考　ガラス製品参考　医療関連の遺物
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